
 

 

 

 

１．名称：インディペンデンスリーグ 2021北信越大会 

２．目的 

公式戦に出場する機会が少ない選手に対して、公式戦に近い試合の場を与え、個人のレベルアップ

を図ると共にチームの活性化を図り、チーム力向上を通じて北信越大学サッカーの発展を目指す。 

３．主催：北信越大学サッカー連盟 

４．主管：北信越各県大学サッカー連盟 

５．期間：令和 3年 6月～11 月上旬 

６．会場：各参加大学グラウンド、他 

７．大会参加資格 

（１）（財）日本サッカー協会並びに（一財）全日本大学サッカー連盟に登録されている単独の大学

の学生を以って構成されたチームであって、次の資格を有する者に限る。 

（２）北信越大学サッカー連盟に登録してある大学（本年度の加盟団体登録を完了し、会費納入済

みのチーム）の学生であり、（財）日本サッカー協会に選手登録をしている者。 

（３）１チームの選手登録人数は上限 35 名とする。ただし、第 49 回北信越大学サッカーリーグ 1

部の直近の試合において、先発出場した選手の出場は認めない。また、2 部リーグに所属す

るチームには制限を設けない。 

（４）チームを編成する選手の中に外国籍を有する選手を含む場合は大会エントリー35 名中 3名以

内とし、試合出場は 1試合 3名以内とする。 

  （５）参加する選手は（財）日本サッカー協会個人登録選手証(Web データ可)を必ず持参すること。 

  （６）１チームにつき４級審判員を 3名以上登録、本大会に登録すること。 

  （７）大会期間中、選手のけが等で（３）を満たす選手を確保することができなくなった場合、試合

前までに事務局の承認を得ることで、出場資格のない選手を登録して、大会に参加し続けるこ

とはできる。その場合、当該チームの対戦成績は非公式なものとして取り扱うものとする。 

  （８）複数チーム出場している大学においては、チーム間移籍を認めない。 

チーム間移籍がやむを得ず必要となった場合、（７）に準じて、試合前までに事務局の承認

を得ることで、出場資格のない選手を登録して、大会に参加し続けることはできるが、両チ

ームともオープン参加となり、当該チームの対戦成績は非公式なものとして取り扱うものと

する。 

（９）大会参加資格に疑義等がある場合は、北信越大学サッカー連盟にて参加資格を審議し決定する。 

（10）北信越代表決定戦のエントリーは、15 名以上かつ 30 名以内の登録を必須とし、インディペ

ンデンスリーグの全国大会への登録もエントリー内容を同じとする。 

（11）当年度インカレとの二重登録はできない。（インディペンデンスリーグの全国大会終了後の

インカレの追加登録 3名を除く） 

８．参加申込み 

（１） 4 月 9 日(金)17:00 までに出場チーム数をＩリーグ事務局までメールで送信すること。 

(事務局アドレス iidaka@kanazawa-gu.ac.jp)  



（２） 大会参加費 1チーム 40,000 円を下記の口座に振込むこと。（令和 3年 9月 10 日まで） 

〔口座①〕北國銀行 杜の里支店（ﾎｯｺｸｷﾞﾝｺｳﾓﾘﾉｻﾄｼﾃﾝ）（店番 158）普通 53216 

名義 北信越大学サッカー連盟 代表 越田剛史 

９．試合形式 

（１） 信越地域（新潟県、長野県）と北陸地域（富山県、石川県、福井県）に、北信越大学サッカ

ー連盟所属のチームを分け、それぞれの地域にてリーグ戦を実施する。なお、リーグ戦の総

試合数、日程については、出場チーム確定後各地域で相談し、決定する。 

（２） マッチミーティングを試合開始 70 分前に行う。 

（３） リーグ戦方式における試合時間は前後半各 45 分の 90 分ゲームとし、延長戦は行わずに、

引き分けとする。トーナメント戦方式での試合においては、スコアレスあるいは同点の場

合、30 分を限度とする延長戦を行い、それでも決しない場合は、PK 方式で勝者を決定する。 

（４） リーグ戦方式における勝ち点は、次の通り積算する。 

勝ち…3 負け…0 引き分け…1 

（５） 試合規則は、日本サッカー協会の競技規則による。選手交代については控え選手 9名まで登

録し、最大 5名までの交代を可能とする。 

（６） 本リーグ戦前の公式戦において退場を命じられた選手は、その大会の規律委員会が決定し

た未消化となっている出場試合数分リーグ戦に出場することが出来ない。また、本リーグ戦

において退場を命じられた選手は次の公式戦に出場することが出来ず、それ以降の処置に

ついては、北信越大学サッカー連盟規律委員会で決定する。 

（７） 大会を通じて、主審より警告を 2回受けた選手は、次の 1試合に出場することができない。 

１０． 懲罰 

（１） 出場停止 

 本リーグで主審により退席・退場を命じられた者は、当該試合以降に行われる本リーグ

で、最低 1試合出場することができない。(繰り返した場合は、最低 2試合)。出場停止及び

追加の処分については、北信越大学サッカー連盟規律・フェアプレー委員会が審議、決定す

る。 

 なお、選手・監督等が出場停止処分を受けた場合、フィールドのほか、ベンチ・ロッカー

ルーム等の区域に立ち入ることはできない。 

（２） 累積警告 

 本リーグにおける警告回数が累積 2 回となった選手等は、本リーグ(代表決定戦を含む)

の 1試合に出場することができない。累積警告は、選手・スタッフ通算してカウントする。 

 警告の累積が再度 2 回となった選手等は、次の 2試合に出場することはできない。なお、

同一試合で 2 回の警告を受けて退場となった場合には、その 2 回の警告は累積警告数にカ

ウントされない。 

 なお、北信越大学サッカー連盟規律・フェアプレー委員会による出場停止処分と、累積警

告による出場停止処分が重なった場合は、規律・フェアプレー委員会による出場停止処分を

優先する。 

１１． 審判員 

（１） 審判員は、原則、大学生とし、事務局より割り当てられた試合の主審（1名）と副審（2

名）四審（1名）とする。原則として審判員の内、主審は 3級所有者もしくは 3級以上



の昇級を志す者とし、副審、四審は 4級以上の審判員資格を所有している者とする。 

（２） 必ず審判服を着用し、カード・笛・時計を持参する。 

（３） 報酬は以下に定め、ホームチームが事務局から受け取り給付すること。 

≪報酬≫ 主審：3,000 円 副審：2,000 円 第 4審：1,000 円 

１２． ユニフォーム 

（１） シャツ・ショーツ・ソックスについて、正と副を用意する。副については、正とは色彩

が異なり判別し易いユニフォームを用意し、使用すること。また、必ず試合に FP・GK

のユニフォームを携行すること。 

（２） 背番号は、明確に判別しうるものでなければならない。 

（３） 貼り番号がある場合は、事前に審判員の確認を得ること。 

（４） ユニフォームの色が紛らわしい場合は、審判員が選択の決定権を持つ。 

（５） 審判と区別するため、原則として黒のユニフォームは認めないものとする。 

１３． 順位決定 

     ９の（４）で定めた勝ち点を与え、その合算が多い順に順位を決定する。但し、最終の合計

勝ち点が同一の場合には、以下の順序により決定する。 

（１）全試合のゴールディファレンス（総得点―総失点）の多いチーム 

（２）全試合の総得点の多いチーム 

（３）当該チームの対戦成績 

（４）上記方式においても順位が同一の場合で順位を決定する必要がある場合、抽選により決

定する。 

１４． 運営方法 

（１） 試合当日の運営は、ホームチームが中心となって行う。 

（２） グラウンド準備は基本的にホームチームが行う。また、試合球には新しいボール又は綺

麗なボールとし、ホーム 2個、アウェイ 1個用意する。但し、マルチボールシステムを

採用する必要はない。 

（３） 試合終了後、ホームチームは日時・対戦校・試合結果・得点者・アシスト者・警告・退

場者を大会メールアドレスに送信する。 

（４） 試合に関する書類は、ホームチームが試合終了後その日のうちに、以下の書類の

PDF(Excel 可)データを大会事務局へメールで送信する。書類の原本は、シーズン終了

までホームチームが保管する。(送信先：iidaka@kanazawa-gu.ac.jp) 

①公式記録、②マッチコミッショナー報告書、③審判報告書、④重要報告書(提出があ

った場合のみ) 

１５． 初回登録方法 

（１） 北信越学連ドロップボックスの『2021 年度インディペンデンスリーグ』のフォルダに

あるエントリー表をダウンロードし、必要事項を入力して、エントリー表の各大学のフ

ォルダにアップロードする。 

（２） アップロードしたことを事務局(iidaka@kanazawa-gu.ac.jp)へ連絡する。 

※上記の作業を 9 月 8日(水)17:00 までに行ってください。 

１６． 登録の追加・変更 

（１） ドロップボックス内、各大学フォルダに保存したエントリーシートを修正し、アップロ
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ードする。その際、日付を追記し、フォルダ内に追加でアップロードする。 

（２） 修正後、事務局まで連絡する。 

※追記や変更した個所を赤色で入力して提出すること。 

※同じ背番号は使用できないので注意すること。 

（３） 申請期日 

第 1次追加・変更登録締切：7月 6日(火)⇒7月 10日(土)以降の試合に出場可能 

第 2次追加・変更登録締切：9月 7日(火)⇒9月 11日(土)以降の試合に出場可能 

第 3次追加・変更登録締切：10 月 12日(火)⇒10 月 16 日(土)以降の試合に出場可能 

※代表決定戦登録締切は、10月 26 日(火)です。 

１７． 運営費 

各試合の１０項(３)に定める審判謝礼金(1 試合計 8,000 円)及び会場責任者事務連絡費(1

試合 2,000 円)並びに北信越代表決定戦の運営費(MC、審判、会場費等)は、大会本部から支

給する。その他の費用は、ホームチームが支払うものとする。 

１８． 表彰 

    北信越代表決定戦後、表彰式を行う。表彰対象は優勝および次勝とする。 

１９． その他 

（１）スポーツ傷害保険は各チームで加入しておくこと。 

（２）万が一、試合日・会場・開始時間等に変更がある場合には、分かり次第、必ず大会メール

アドレスに連絡すること。 

（３）メンバー表を試合開始 30 分前に 3部（相手チーム、本部、審判）提出すること。 

（４）ウォーミングアップ場所は、会場校の事情により、その会場責任者の指示に従う。 

（５）試合記録は、両チームから１名ずつ出し、責任を持って記録すること。 

（６）試合終了後、速やかに試合結果(前半スコア、後半スコア)を事務局までメールで報告する。

(送信先：iidaka@kanazawa-gu.ac.jp） 

        

〔北信越代表決定戦〕 

◇日程：令和 3年 11月 3 日(水・祝)時間未定 

◇会場：信越地区の代表校のホームグラウンド(予定) 

 

 

 

 

 

 

 

〔お問合せ先〕その他不明な点は、Ｉリーグ事務局(金沢学院大学)までご連絡ください 

                               担当  飯高 090-2125-4320 

  

 

 



公式記録の作成について
記録用紙は、エクセルファイルの「試合前日までに作成」シートに試合情報を入力すると

記録用紙に入力結果が反映される。
試合会場における記録用紙の作成

１）天候、ピッチ、キックオフ時刻、選手欄の作成について
1.天候は、キックオフから試合終了時までの主な気象を記入する（風の強さを含めて主観でよい）。
■やや強い風：プレーに少し影響がある ■強い風：プレーに影響がある
2.気温は、ハーフタイム時にハーフウェイラインとタチラインの交点付近で、かつ地面から１ｍ程度の高

さで測定する。このため、キックオフ90分前（マッチコーディネーションミーティングで情報共有）と
30分前（飲水タイム実施の最終決定用）に測定のリハーサルをしておくことを推奨する。

※WBGTの測定を推奨する。WBGTは、上記の場所で同時刻に測定する。
3.ピッチの評価は、主管チームの運営委員が次の基準により判断し、キックオフ前にマッチコミッショ

ナーに確認をする。

4.キックオフ時刻は、キックオフによってボールが移動した時間となる。主審が笛を吹いた時間ではない
ので注意する。秒単位の時刻は切り捨てとなる。例．11:00:59:99→11:00 11:01:00:00→11:01

芝・人工芝の状態 判 定 基 準

非常に良い 天然芝/人工芝がピッチ全体を覆っている

良い 副審走路を含めて床土/下地が露出している箇所があるが、全体の20％未満。

競技に不適
あ）床土/下地が露出している箇所が、ピッチ内に20％以上ある。
い）副審走路を含めると、床土/下地が露出している箇所が30％以上ある。

２）選手欄について
1.選手及び控え選手は、選手名欄の上からGK→DF→MF→FW

の並びで背番号の小さい選手から記入する。

３）時間について
1.時間の記録は、次の通りとする。（次頁表「記録作成時の

時間の定義」参照）
①キックオフ直後から59.99秒までを１分とし、以下１分ず

つ足していく。
②前半45分を過ぎてアディショナルタイムに入ったら45＋1

とし、1分ごとに加算する。
③後半は46分からスタートし、90分を過ぎたら90＋1と記録

する。
④延長戦は91分からスタートし、110分を過ぎたら110＋1

と記録する。
⑤HT、試合終了後、KFPM時の時間はそれぞれ46＊、91＊、

110＊と記録する。
※ピッチ入場後から前半キックオフ前の時間帯は、0＊とする。

（公式記録上は、警告のみが対象？）
⑥選手の交代時間は、交代して退く選手がピッチを出た後、

交代して入る選手がピッチに入った時間を記録する。
⑦警告・退場はカードが出された時間を記録する。

４）セットプレー欄について
1.セットプレー欄には、セットプレー（プレースキック）を

行ったチームにその数を記録する。
2.オフサイドの欄には、相手チームのオフサイドの

数を記入する。
右表の例で見ると、左欄のチームは、
ゴールキックを前半に3回、後半に2回行った。
間接FKは前半１回、後半２回あった。
このうち相手チームのオフサイドの反則による
間接FKが前後半それぞれ1回ずつあったことになる。

選手名 № ポジション № 選手名
21 GK GK 1
2 DF DF 3
3 DF DF 4

15 DF DF 5
22 DF DF 17 
29 DF MF 6
6 MF MF 7
8 MF MF 8

10 MF MF 14
18 MF FW 10
11 FW FW 32

1 GK GK 31
4 DF DF 2
5 DF DF 13

13 DF DF 15
7 MF DF 24
8 MF MF 25

17 MF MF 29
9 FW FW 9

19 FW FW 11 

後半 前半 合計 合計 前半 後半
２ 3 5 GK
4 5 9 ＣＫ
4 4 8 直接ＦＫ
２ １ ３ 間接ＦＫ
１ １ ２ オフサイド

ＰＫ



実際の時間 記録上の時間
試合を開始するためにピッチに入ってからキックオフまで：～0分 0分＊ 0＊
前半キックオフ（キックオフによりボールが蹴られた時間）～59．９９秒 1分 1‘

前半1分～1分59.99秒 2分 2’
↓ ↓ ↓

前半44分～44分59.99秒 45分 45’
前半アディショナルタイム：前半45分～45分59.99秒 45分+1 45’＋1

ハーフタイム 46分＊ 46’＊
後半キックオフ（キックオフによりボールが蹴られた時間）～59.99秒 46分 46’

後半1分～1分59.99秒 47分 47’
↓ ↓ ↓

後半44分～44分59.99秒 90分 90’
後半アディショナルタイム：後半45分～45分59.99秒 90分+1 90’＋１

↓ ↓ ↓
90分の試合終了後 90分＊ 90’＊

↓ ↓ ↓

延長前半キックオフ（キックオフによりボールが蹴られた時間）～59.99秒 91分 91’

延長前半1分～1分59.99秒 92分 92’
↓ ↓ ↓

延長前半9分～9分59.99秒 100分 100’
延長前半アディショナルタイム：延長前半10分～10分59.99秒 100分＋1 100’＋1

ハーフタイム 110分＊ 110’＊
延長後半キックオフから59.99秒 111分 111’

↓ ↓ ↓
延長後半19分～19分59.99秒 110分 110’

延長後半アディショナルタイム：延長後半20分～20分59.99秒 110分＋1分 110’＋１
↓ ↓ ↓

延長終了後及びKFPM中を含め選手・役員がピッチを出るまでの時間 110分＊ 110’＊
前後半（延長戦を含めて）のキックオフ時間（時刻）は、主審が笛を吹いた時間ではなく、キックオフによってボー
ルが移動した（インプレーになった）時間（時刻）であることに注意する

ペナルティエリア【外】でのプレー ペナルティエリア【内】でのプレー

近くのゴールポストから11ｍ程度＝「ゴールエ
リアとペナルティエリアの中間」の外れ方であれ
ば、シュートを記録

近くのゴールポストから5.5ｍ程度＝「ゴール
エリアのライン」の外れ方であれば、シュート
を記録

これ以上に大きく外れた
→ シュートを記録しない

これ以上に大きく外れた
→ シュートを記録しない

５）シュートの基準
1.シュートの定義
①攻撃側の選手が、直接得点することを目的にボールに意図的にプレーした場合に、その選手にシュート

を記録する。
②プレーの意図がシュートであっても、プレーの結果、ボールが大きくゴールを外れた場合、または守備

側選手に簡単に防がれた場合は、シュートを記録しない。
③プレーの意図が無くても、味方選手のシュートが当たったり、守備側選手のクリア等に当たったりして

ゴールインした場合には、最後にボールに触れた攻撃側の選手の得点とし、その選手にシュートを記録
する。

2.シュートの判定基準
※以下のガイドラインに従い、プレーヤーの意図、ボールのスピード・角度等を考慮して判断する。
①ボールが大きくゴールを外れた場合（次頁左図）
あ）ゴールの【左右】に外れた場合

記録作成時の時間の定義



い）ゴールの【上下】に外れた場合（下、右図）

あ）ゴールの【左右】に外れた場合

ペナルティエリア【外】でのプレー ペナルティエリア【内】でのプレー

クロスバーから5ｍ程度＝「ゴールの上に、さら
にゴールを の上に、さらにゴールをふたつ重ね
た高さ＝ゴールの3倍」の外れ方→：シュートを
記録

クロスバーから2.5ｍ程度＝「ゴールひとつ重ね
た高さ＝ゴールの2倍」の外れ方→：シュートを
記録

これ以上に大きく外れた
→：シュートを記録しない

これ以上に大きく外れた
→：シュートを記録しない

い）ゴールの【上下】に外れた場合

う）【角度のない】場所からのプレーの場合

ペナルティエリア【外】でのプレー ペナルティエリア【内】でのプレー

（コーナーキックなど相手ゴールライン付近から
のシュート)
ポストまたはバーにボールが当たった場合、およ
びゴールした場合だけ、シュートを記録

（相手ゴールライン付近からのシュート)
ボールに十分な勢いがあれば、左右に大
きく外れても、シュートを記録

え）守備側選手が簡単に防いだ場合

防いだ選手 ペナルティエリア【外】でのプレー ペナルティエリア【内】でのプレー

GK
原則としてシュートを記録する
但し、あまりにも緩やかなボールについてはシュートを記録しない

FP

攻撃側選手が蹴ったボールが3ｍ以内の地
点で守備された場合*1、シュートを記録し
ない
相手ゴール付近の直接FK が、壁に当たっ
た場合、シュートを記録( 壁までの距離は
9.15 ｍ)

攻撃側選手が蹴ったボールが、至近距離
で守備された場合*1

シュートを記録しない

※１：守備側選手が簡単に防いだ場合
シュートが守備側選手によりブロックされた結果、シュートの基準から外れた場合

お）ゴールに近い地点での間接ＦＫの取り扱い

【得点ではないシュート性のキック】
攻撃側選手(選手A)の蹴ったシュート性のボールが、他の選手に触れずシュート基準内の位置へ飛ん
だ場合→選手Aにシュートは記録しない。ゴールキックのみ記録

【得点が認められた場合-1】 攻撃側選手(選手A)の蹴ったシュート性の ボールが、他の攻撃側選手
(選手B)に触れ てゴールした場合→選手Aにシュートは記録しない。選手Bにシュート(得点)を記録

【得点が認められた場合-2】撃側選手(選手A)の蹴ったシュート性のボールが、守備側選手に触れて
ゴールした場合→選手Aにはシュートは記録せず、オウンゴールを記録

実線で囲まれた平行四辺形は、
GA（小）とPA（大）を示す



６）アシストについて
1.パスを受けた選手が、ボールをドリブルすることによって自身で前方に運ぶことなく、1タッチまたは、

２タッチ程度でシュートし、得点が入った場合に得点に繋がったパスを出した選手にアシストポイントを
つける。

2.シュートに繋がるパスが、1タッチで近距離の選手に出された場合、その1本前のパスを出した選手にも
アシストポイントを付けることができる。（ダブルアシスト：ただし、ダブルアシストについての明確な
定義はない。）

７）オウンゴールの記録
明らかなオウンゴール以外は、すべて攻撃側選手の得点とする。

1.攻撃側の得点
シュートが守備側選手に当たり、コースが変わったためにゴールした場合でも すべてシュートした選手

の得点と記録する
シュートが明らかにゴール枠内に飛んでいない場合でも(シュート基準の範囲内であれば) シュートした
選手の得点と記録する（攻撃側の「得点をしよう」という意図を重視）。
守備側選手がクリアを試みる等の意図的にボールに働きかけた場合でも、シュートした選手の得点とする。

2.明らかなオウンゴール
明らかにシュートではないボールに、守備側選手が、意図的にプレーした場合
明らかにシュートではないボールが、守備側選手に偶然当たった場合
守備側選手の明白なミス(バックパスがそのままゴールした等)

3. 微妙なケースについて
攻撃側選手がシュートしたボールが、ゴールポスト(バー)に当たってピッチ内に跳ね返った。このボール
が守備側選手に当たってゴールした」場合→シュートした選手の得点
ゴールキーパーがシュートに対応するためのプレーをしていた場合→シュートした選手の得点
跳ね返りのボールが、守備側選手に偶然当たった場合→シュートした選手の得点

７

８

６

９

ダブルアシストの例
①7番からのCKを8番がフリックして9番が得点した

→7番と8番がアシスト
②6番からのクロスボールを1タッチプレーで8番が折

り返して、 9番が得点した→６番と8番がアシスト

６

７

８

２

オウンゴールの例
①オレンジ６番からのクロスボールを白７番がクリア

しようとしてゴールに入った
②オレンジ８番からのボールが白２番に当たってゴー

ルに入った



2021年度 北信越大学サッカー連盟記録用紙

北信越大学サッカー連盟3位決定戦 試合No.16 会場 新潟聖籠スポーツセンター アルビレッジ ピッチＥ 記録作成責任者

日時 2021 年 5月 30 日 （日） キックオフ 11:00 天候 気温 ℃ 風 ・微風（無風） ・弱風 ・やや強い風 ・強風

ピッチ ・天然芝 ・人工芝 ・その他(      ) 状態 ・非常に良い ・良い ・悪い マッチコミッショナー

主審 副審１ 副審２ 第４審

ホームチーム アウェイチーム

前半

後半

延長前半

勝ち点 → Kick off

延長後半

Kick off 勝ち点 →

ＰＫ

交替 シュート数

得
点 選手名

№ ポジショ
ン

№

選手名 得
点

シュート数 交替

№ OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前 延後 OUT時間 №

分
GK GK

分

分
DF DF

分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分
FW FW

分

分
GK GK

分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

合計 シュート数 合計

警告・退場
延
後

延
前

後半 前半 合計 セットプレー 合計 前半 後半 延
前

延
後

警告・退場

時間 選手名 №理由 理由 № 選手名 時間

分
GK

分

分
ＣＫ

分

分
直接ＦＫ

分

分
間接ＦＫ

分

分
オフサイド

分

分
ＰＫ

分

警告理由 C1:反スポーツ的行為 C2:ラフプレー C3:異議 C4:繰り返しの違反 C5:遅延行為 C6:距離不足 C7: 無許可入 C8:無許可出
退場理由 S1:著しく不正なプレー S2:乱暴な行為 S3:つば吐き S4:得点機会阻止（手） S5:得点機会阻止（他） S6:暴言 CS:警告2回

得点経過 ～:ドリブル →:グラウンダーのパス ↑:浮き球のパス H:ヘディングのパス S:シュート HS:ヘディングシュート VS:ボレーシュート

時間 チーム名 № 得点者 № アシスト № アシスト スコア 得点経過 （2プレー前からの場所、選手No.、プレー内容）

分
－

分
－

分
－

分
－

分
－

分
－

分
－

分
－

分
－

分
－

ホームチーム運営委員署名 アウェイチーム運営委員署名

主審署名 マッチコミッショナー署名

エクセルファイルの「試合前日までに作成」シートに試合情報を入力すると、記録用紙に入力結
果が反映されるので、入力完了後、A3（または、B4）サイズの両面コピーを作成して試合会場
へ持参する。
気温は、ハーフタイム時にハーフウェイラインとタチラインの交点付近で、かつ地面から１ｍ程度
の高さで測定する。
ピッチの評価は、主管チームの運営委員が判定基準表に基づき判断し、キックオフ前にマッチコ
ミッショナーに確認をする。

選手欄について
1.選手及び控え選手は、選手名欄の上からGK→DF→MF→FWの並びで背番号の小さい選手
から記入する。

時間について
1.時間の記録は、次の通りとする。
①キックオフ直後から59.99秒までを１分とし、以降１分ずつ足していく。
②前半45分を過ぎてアディショナルタイムに入ったら45＋1とし、1分ごとに加算する。
③後半は46分からスタートし、90分を過ぎたら90＋1と記録する。
④延長戦は91分からスタートし、120分を過ぎたら120＋1と記録する。
（10分ハーフの延長戦の場合は、110＋1と記録する。）
⑤HT、試合終了後、KFPM時の時間はそれぞれ46＊、91＊、110＊と記録する。
※ピッチ入場後から前半キックオフ前の時間帯は、0＊とする。
⑥選手の交代時間は、交代して退く選手がピッチを出た後、交代して入る選手がピッチに入った時
間を記録する。
⑦ 複数の選手が同時に交代手続きを行った場合は、最初の選手がピッチに入った時間を記録す
る。
⑧警告・退場はカードが出された時間を記録する。

セットプレー欄について
1.セットプレー欄には、セットプレー（プレースキック）を行ったチームにその数を記録する。
2.オフサイドの欄には、相手チームのオフサイドの数を記入する。

試合中に作成した記録用紙を基にシュート数や、セットプレー数は全て数値として入力する。
手書き時に得点を示す｜も、通常のシュート数としてカウントする。








